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 新型コロナウイルス対策の一環で、テレワークが注目されています。スイスの IWG社の

最新調査では、flexible workspace（柔軟な仕事場）の社内規定がある企業は、世界の平均

で 62％。国別では、ドイツ 80％、米国 69％、中国 51％、に対し、日本は 32％と低いレベ

ルです。生産性の向上が課題となる中、業務の効率化を進め、働き方改革にもつなげたいで

すね。 

この accommodateは「適応する」という自動詞。ここでは、外部環境の変化に適応する

ことを指します。 

 new normal(新常態)は状況が大きく変化した後の状態が日常の姿になっていくことです。 

 この accommodateは「（要望など）に応える」という意味で使われています。 

 working from homeは「家から働く」ですから、在宅勤務、テレワークです。同様のフ

レーズに working at home があります。Working from homeはメインの仕事場が会社のオ

フィスであるのに対し、working at home は家に仕事スペースがあるといったニュアンス

の違いがあるにはありますが、使い分ける必要はありません。  

 これは「収容する」という意味の accommodate です。スタジアム、劇場、ホテルなど、

部屋や建物などのスペースの capacity（収容能力）についてコメントするときに使えます

（例 The hotel has 200 rooms and can accommodate 450guests.そのホテルは 200室あ

り、450人の客が泊まれます）。 

 なお、accommodation(宿泊先)は accommodateの名詞形です。 

 

 

 

単語・熟語チェック 

□new normal  新常識、ニューノーマル   □working from home 在宅勤務、テレワーク 

□employee 従業員⇔employer 雇用主    □venue 会場 

This open-air concert venue accommodates up to 60,000 people. 

この野外コンサート会場は、最大 6 万人まで収容することができます。 

We’ve changed our mindset to accommodate to the new normal. 

新常識に適応するよう、気持ちを切り替えました。 

The management should be flexible in accommodating employees’ request 

 for working from home. 

経営陣は、在宅勤務に関わる従業員の要望に柔軟に応えるべきです。 


